「狂気に ついて」 は 昨年 三 田 文学 九月 号の Essay on 

Man のために 書いて 頂いた もの だが、 それが 標題と 

され 今度 一 冊の 書物と なり 読み返す ことの 出来た の は、 

僕に とって ほんと に 嬉しい ことだった。 もっと 嬉しい 

の は、 この 書が あの 再び 聞え てく るか もしれ ない 世紀 

の 暗い 不吉な 足音に 対し、 知識人の 深い 憂 悩と 祈願 を 

含んで ゐる こと だ。 僕 は 自分のう ちに 存在す る 狂気に 

気づき、 それ を どう 扱 ふべ きか 常に 悩んで ゐる もの だ 

が、 (「狂気」 なしで は 偉大な 事業 はなしと げられ ない 

と 申す 人 も 居られます。 それ はう そであります。 「狂 

気」 によって なされた 事業 は、 必ず 荒廃と 犠牲 を 伴 ひ 



ます。 ヒュ— マニス トは 「狂気」 を 避けねば なり ませ 

ん。 冷静が、 その 行動の 準則と ならねば ならぬ わけで 

す) と 語る 著者の 言葉 はしつ くりと 僕の 頭脳に 沁みて 

くる。 

僕たち はつい 昨日まで 戦争と いふ 「狂気」 の 壁に 取 

まかれて ゐ たが、 その 壁 ははた して ほんと に 取 除かれ 

たの だら うか。 (人間が 自分の 「思 ひこみ」 を 反省で き 

ない ばかり か、 自分の 主義 主張の 機械に なり、 いつの 

間に かがらく ま はり 出す) 危機が 向 側から やって来 

ない と 断言で きる だら うか。 だが、 さう なれば、 (これ 

までの 戦争と は異 つた 性格 を 持った 戦争、 二つの 制度 



と 二つ の 世界観と に 支配され た 集団の 死闘と いふ 形の 

新しい 戦争、 そして その 帰結 は、 恐らく 勝利者 も 敗北 

者 もない ことにな り、 一種の 「世な ほし」 が 行われる 

ことになる 戦争、 しかも 新兵 器の 用 ひられる 戦争) と 

なる だら うが、 こんな 「狂気」 を 僕たち は 僕たちの 意 

欲に よって 避ける こと は 出来ない の だら うか。 (戦争 

で 実害 を 蒙る の は、 大多数の 人民で ある。 人民の 味方 

である 害の コミ ユニス ムは、 戦争 を 阻止す る 為の あら 

ゆる 手段 を とらねば ならぬ) とこの 著者 は 語る 一 方、 

(宗教の ヒュ ー マナイ ゼ ー シ ヨンと は 「鴉片」 的な もの 

を 一 切 自ら 棄 てて、 神 すら 人間の 為に ある こと を 認知 



し、 自らの 作った ものの 機械と なり 奴隸 となり やすい 

人間の 弱小 さに 対する 反省 を教 へ) 人類の 自滅 を 防ぐ 

ことで はない かと 云 ふ。 

戦争と 暴力の 否定が 現代ぐ らゐ 真剣に 考 へられねば 

ならぬ 時期 はないだ らう。 血み どろな 理想 は 決して 理 

想で はない し、 強い 人々 だけが 生き残る ための 戦争な 

ら なほ 更 回避され ねばならない。 なぜなら、 (生存 競 

争 弱肉強食の 法則 を 是正し、 人類 文化遺産の 継承 を 行 

ふの が、 人間の 根本 倫理) だからと 語る。 これらの 言 

葉 は、 一 切が 無で あらう かと 時に 目 まひが する ほど 絶 

望し がちな 僕たちに、 静かに 一 つの 方向 を教 へて くれ 
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